
－1－ 

 

平成１９年３月期 第１四半期財務・業績の概況（連結） 平成１８年８月４日
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問合せ先責任者 経理部長 大 井 信 三   ＴＥＬ：（０６）６２２６－１７１６ 
 
 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 
   
①会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無    ：無 
②最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無  ：無 

  ③連結及び持分法の適用範囲の異動の有無        ：無 

  

２．平成 19 年３月期の第１四半期財務・業績の概況（平成 18 年４月１日～平成 18 年６月 30 日） 

（１）経営成績（連結）の進捗状況 （注）記載金額は百万円未満を切捨てて表示しております。 

 営 業 収 益 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期(当期) 
純  利  益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

19 年 3月期第 1四半期  3,847 △10.5    44 △83.5    48 △82.0   △1   ―

18 年 3月期第 1四半期  4,299   15.1    271  134.7   271  136.0  △923   ―

(参考)18 年 3 月期 17,406    1,331    1,349    △491   
 
 

 1 株当たり四半期 
（当期）純利益 

潜在株式調整後 

１株当たり四半期 

（当期）純利益 

     円  銭     円  銭 

19 年 3 月期第 1四半期    △0 30       ― 

18 年 3月期第 1四半期   △154 97       ― 

(参考)18 年 3 月期    △87 50    ― 

（注）営業収益、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 

       

[経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等] 

 当第１四半期の連結業績概要は、葬儀事業の中心である葬儀請負が極めて低調なまま終わり、営業収

益が前年同期に比べ約１割減少したため、営業利益及び経常利益が前年同期比大幅な減益となりました。 

 前年同期に計上した固定資産に係る減損損失を中心とする特別損失がなくなったため、税金等調整前

四半期純利益及び四半期純利益は前期比大幅な増益となりましたが、営業利益の水準が低かったため、

税効果会計適用後の四半期純損益は 1百万円と僅かではありますが損失を計上いたしました。 

 まず営業収益は、451 百万円減収の 3,847 百万円（前年同期比 10.5％減）となりました。これは主と

してグループの中核である㈱公益社の減収によるものであります。特に５月及び６月の葬儀請負件数が

低調に推移いたしました。 

 これに対して同社の費用は、直接費率が 1.5 ポイント低下し、葬儀営業収益の減少率以上に葬儀直接

費が減少いたしました。しかし、直接費以外の営業費、販売費及び一般管理費は営業収益の減少には連

動せず、営業収益に対する費用比率が上昇したために、営業利益率を大きく引き下げました。 

この結果、営業利益は 227 百万円減少し 44 百万円（前年同期比 83.5％減）となりました。 

 経常利益は、営業外収益が主に子会社での雑収入の増加によって前年同期比 3 百万円増加したため、

223 百万円減少し 48 百万円（前年同期比 82.0％減）となりました。 

 



－2－ 

 特別損益については、前年同期に計上した固定資産に係る減損損失 1,037 百万円、役員退職慰労金（同

制度の廃止に伴うもの）219 百万円の計上がなくなりました。このため、税金等調整前四半期純利益は

1,055 百万円増加し 38 百万円となりました。 

 これに対し、永久差異や住民税均等割等の影響により税効果会計適用後の法人税等の負担が増したた

めに、四半期純損失 1百万円（前年同期比 921 百万円の純損失減）を計上する結果となりました。 

 

[セグメント別の概況] 

①葬儀事業 

 まず、㈱公益社の４月～６月の葬儀請負の営業収益は、前年同期比 412 百万円、13.7％の減収とな

りました。このうち８割強は件数要因、残りの２割弱が単価要因による減収であります。４月～６月

の葬儀請負件数は、前年同期比 250 件、11.2％減少いたしました。特に関西圏での既存会館の件数減

少が目立っており、これは主に競争の激化によってシェアが低下したためであります。 

 次に、アフター販売については、法事法要の収入は前年同期並み、返礼品販売収入は香典を辞退さ

れる葬儀の比率の上昇傾向が続く中、前年同期実績を下回りました。これに対して仏壇仏具販売収入

は、㈱ユーアイの営業力の向上を背景に、前年同期比２割弱の増収となりました。しかしながら、ア

フター販売全体としては、前年同期比僅かに減収となりました。 

 なお、㈱葬仙については、４月～６月の葬儀件数は前年同期並みながら、アフター販売を含む葬儀

１件当たり営業収益の低下により、営業収益は 319 百万円と前年同期比 13 百万円、4.0％の減収とな

りました。 

 以上の結果、営業収益は 412 百万円減収の 3,436 百万円（セグメント間営業収益 7 百万円を含む）

となりました。 

 

②運送事業 

霊柩運送事業につきましては、依然として宮型車の運行回数は減少しており、前年同期比 22.9％減

となりました。一方、洋型車は増車しながら運行回数を伸ばしておりますが、宮型車の運行回数の落

ち込みが、これを大きく上回りました。 

その結果、営業収益は 50 百万円減収の 343 百万円（セグメント間営業収益 0百万円を含む）となり

ました。 

 

③その他の事業 

不動産賃貸を中心とするその他の事業の営業収益は、前年同期比 8百万円増収の 78 百万円（セグメ

ント間営業収益 4百万円を含む）となりました。 

 

（２）財政状態（連結）の変動状況 （注）記載金額は百万円未満を切捨てて表示しております。 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり 
純 資 産 

 百万円 百万円 ％      円  銭 

19 年 3 月期第 1 四半期 25,517 18,483   72.4 3,235 26 

18 年 3 月期第 1 四半期 24,957 18,911   75.8 3,173 37 

(参考)18 年 3 月期 25,793 18,626   72.2 3,255 84 

 

［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］ 

 当第１四半期末の財政状態は以下のとおりであります。 

 総資産は前期末に比べ 275 百万円減少して 25,517 百万円となりました。一方、純資産は四半期純損失

1百万円の計上及び社外流出（配当金・役員賞与）等によって前期末に比べ 143 百万円減少し 18,483 百

万円となりました。その結果、自己資本比率は前期末の 72.2％から 72.4％へと 0.2 ポイント上昇いたし

ました。 
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 資産については、５月に㈱葬仙において会館用地を取得したため、土地が 52 百万円増加いたしました。

これ以外は目立った有形固定資産の取得はなく減価償却が進み、無形固定資産や投資その他の資産にも

大きな変動はありませんでした。その結果、固定資産は前期末比 43 百万円の減少となりました。 

 一方、負債については、流動負債が前期末比 300 百万円減少し、固定負債は 168 百万円増加いたしま

した。流動負債の主な減少は、葬儀請負の不振を反映した営業未払金の減少 143 百万円、また、季節性

の変動として未払法人税等の減少 303 百万円、賞与引当金の減少 227 百万円などであります。なお、長

期借入金については 302 百万円約定返済しつつ、650 百万円の借入れを実施した結果、１年以内返済予

定を含む長期借入金は 347 百万円増加いたしました。 

 これらの結果として、現金及び預金が前期末比 329 百万円の減少となりました。これは、千里会館建

替え工事の中間支払いに７月以降充当することを予定して、６月に 600 百万円を借り入れたにもかかわ

らず、運転資金、賞与・税金・配当金の支払い、借入金の約定返済等の資金需要が大きく、業績に基づ

く現金及び預金の増加が小さかったためであります。 

 

３．平成 19 年３月期の連結業績予想（平成 18 年４月１日～平成 19 年３月 31 日） 

 営 業 収 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

 百万円 百万円 百万円

中 間 期    7,800    170  75 

通 期   17,520   1,060 435 

（参考） １株当たり予想当期純利益 13 円 13 銭（中間期）、76円 14 銭（通期） 

※ 上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実

な要因に係る本資料発表日現在における仮定を前提としております。実際の業績は、今後様々な要

因によって予想数値と大きく異なる結果となる可能性があります。 
 

[業績予想に関する定性的情報等] 

当第１四半期業績をふまえ、平成 18 年５月 18 日の決算短信で発表した中間期及び通期の連結業績予

想を以下のとおり修正いたします。 

（１）連結（中間期） 

 営業収益 経常利益 当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 

前回発表予想（Ａ） 8,520 480 240 

今回修正予想（Ｂ） 7,800 170 75 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △720 △310 △165 

増 減 率（％） △8.5 △64.6 △68.8 

（２）連結（通期） 

 営業収益 経常利益 当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 

前回発表予想（Ａ） 18,240 1,370 600 

今回修正予想（Ｂ） 17,520 1,060 435 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △720 △310 △165 

増 減 率（％） △3.9 △22.6 △27.5 

中間期の業績予想は、当第１四半期の低調な葬儀請負の推移を反映して営業収益を 720 百万円減額い

たしました。 

営業推進により下半期業績は当初予想のとおり推移するものと見なしており、その結果、通期の業績

予想として、営業収益 17,520 百万円、経常利益 1,060 百万円を見込んでおります。 

なお、当社個別の中間期及び通期の業績予想について修正はございません。 

以上 



［添付資料]

１.　四半期連結（要約)損益計算書 

（単位：千円）

期　別　 当第１四半期 前第１四半期 前　　　　期

自 平成18年４月１日 自 平成17年４月１日 自 平成17年４月１日

至 平成18年６月30日 至 平成17年６月30日 至 平成18年３月31日

　科　目 百分比 百分比 増減比 百分比

％ ％ ％ ％

Ⅰ  営   業   収   益 3,847,859 100.0 4,299,462 100.0 △ 451,603 △ 10.5 17,406,158 100.0 

Ⅱ  営     業     費  3,412,682 88.7 3,633,153 84.5 △ 220,470 △ 6.1 14,584,308 83.8 

営 業 総 利 益 435,176 11.3 666,309 15.5 △ 231,132 △ 34.7 2,821,850 16.2 

Ⅲ  販売費及び一般管理費 390,359 10.1 394,351 9.2 △ 3,992 △ 1.0 1,490,287 8.6 

営 業 利 益 44,817 1.2 271,957 6.3 △ 227,140 △ 83.5 1,331,562 7.6 

Ⅳ  営  業  外  収  益 20,968 0.5 17,501 0.4 3,466 19.8 106,987 0.7 

Ⅴ  営  業  外  費  用 16,981 0.4 17,599 0.4 △ 617 △ 3.5 88,971 0.5 

経 常 利 益 48,803 1.3 271,860 6.3 △ 223,056 △ 82.0 1,349,578 7.8 

Ⅵ  特   別   利   益 2,722 0.0 ─ ─ 2,722 ─ 12,979 0.1 

Ⅶ  特   別   損   失 12,950 0.3 1,288,322 30.0 △ 1,275,372 △ 99.0 1,554,774 9.0 

税金等調整前四半期
純 利 益 又 は 税 金 等
調整前四半期(当期)
純 損 失 （ △ ）

38,575 1.0 △ 1,016,462 △ 23.7 1,055,037 ─ △ 192,216 △ 1.1 

法 人 税 、 住 民 税
及 び 事 業 税

97,172 2.5 104,487 2.4 △ 7,315 △ 7.0 565,583 3.2 

法 人 税 等 調 整 額 △ 56,902 △ 1.5 △ 197,443 △ 4.6 140,541 △ 71.2 △ 266,309 △ 1.5 

四 半 期 （ 当 期 ）
純 損 失 （ △ ）

△ 1,694 △ 0.0 △ 923,506 △ 21.5 921,811 ─ △ 491,490 △ 2.8 

金 額 金 額 金 額 金 額

増　　減
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２.　四半期連結（要約）貸借対照表

（単位：千円）

期　別　 当第１四半期 前　　　　　期

(平成18年６月30日現在) (平成18年３月31日現在)

　科　目 構成比 構成比

％ ％ ％

Ⅰ 流　動　資　産 3,641,906 14.3 3,874,054 15.0 △ 232,148 3,691,077 14.8

1 2,239,179 2,568,293 △ 329,113 2,033,073 

2 425,521 454,043 △ 28,522 435,767 

3 45,013 45,020 △ 6 250,514 

4 263,720 241,631 22,089 223,286 

5 670,481 567,621 102,860 751,099 

6 △ 2,010 △ 2,555 544 △ 2,663 

Ⅱ 固　定　資　産 21,876,086 85.7 21,919,534 85.0 △ 43,447 21,266,144 85.2

1 18,728,149 73.4 18,731,533 72.6 △ 3,384 17,968,753 72.0

(1) 建 物 及 び 構 築 物 7,655,316 7,714,606 △ 59,289 7,248,112 

(2) 土 地 9,970,132 9,917,522 52,609 9,917,522 

(3) そ の 他 1,102,700 1,099,405 3,295 803,118 

2 683,338 2.7 703,078 2.7 △ 19,739 773,143 3.1

(1) の れ ん 602,407 619,618 △ 17,211 671,253 

(2) そ の 他 80,931 83,459 △ 2,528 101,889 

3 2,464,598 9.6 2,484,921 9.7 △ 20,322 2,524,246 10.1

(1) 投 資 有 価 証 券 10,253 10,253 ─ 70,104 

(2) 長 期 貸 付 金 703,510 714,925 △ 11,414 720,259 

(3) 不動産信託受益権 693,202 734,352 △ 41,150 726,870 

(4) 差 入 保 証 金 549,954 551,417 △ 1,463 551,019 

(5) そ の 他 574,704 543,996 30,707 529,109 

(6) 貸 倒 引 当 金 △ 67,026 △ 70,023 2,997 △ 73,115 

25,517,993 100.0 25,793,588 100.0 △ 275,595 24,957,221 100.0

金 額 金 額 金 額 金 額

増　　減
前第１四半期

(平成17年６月30日現在)

構成比

そ の 他

無 形 固 定 資 産

投 資 そ の 他 の 資 産

（ 資 産 の 部 ）

現 金 及 び 預 金

受取手形及び営業未収金
並 び に 未 収 運 賃

有 価 証 券

た な 卸 資 産

貸 倒 引 当 金

有 形 固 定 資 産

資 産 合 計
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（単位：千円）

期　別　 当第１四半期 前　　　　　期

(平成18年６月30日現在) (平成18年３月31日現在)

　科　目 構成比 構成比

％ ％ ％

Ⅰ 流　動　負　債 3,261,361 12.8 3,562,324 13.8 △ 300,963 2,271,638 9.1

1 467,213 610,351 △ 143,138 594,333 

2 612,500 626,670 △ 14,170 46,667 

3 1,193,988 1,093,992 99,996 783,992 

4 80,324 383,631 △ 303,307 87,490 

5 155,999 383,411 △ 227,412 152,260 

6 12,600 ─ 12,600 ─ 

7 738,736 464,267 274,468 606,894 

Ⅱ 固　定　負　債 3,773,124 14.8 3,604,431 14.0 168,693 3,774,055 15.1

1 1,500,000 1,500,000 ─ 1,500,000 

2 2,050,522 1,803,182 247,340 1,966,176 

3 70,095 75,607 △ 5,512 78,291 

4 152,507 225,641 △ 73,134 229,588 

7,034,486 27.6 7,166,755 27.8 △ 132,269 6,045,694 24.2

Ⅰ 資　　本　　金 ─ ─ 2,568,157 9.9 ─ 2,568,157 10.3

Ⅱ 資　本　剰　余　金 ─ ─ 5,488,615 21.3 ─ 5,488,615 22.0

Ⅲ 利　益　剰　余　金 ─ ─ 11,445,232 44.4 ─ 11,134,229 44.6

Ⅳ その他有価証券評価差額金 ─ ─ △ 411 △0.0 ─ 195 0.0

Ⅴ 自　己　株　式 ─ ─ △ 874,761 △3.4 ─ △ 279,672 △1.1

─ ─ 18,626,832 72.2 ─ 18,911,527 75.8

─ ─ 25,793,588 100.0 ─ 24,957,221 100.0

Ⅰ 株　主　資　本 18,483,918 72.4 ─ ─ ─ ─ ─ 

1 2,568,157 ─ ─ ─ 

2 5,488,615 ─ ─ ─ 

3 11,299,541 ─ ─ ─ 

4 △ 872,396 ─ ─ ─ 

Ⅱ 評価・換算差額等 △ 411 △ 0.0 ─ ─ ─ ─ ─ 

1 △ 411 ─ 

18,483,507 72.4 ─ ─ ─ ─ ─ 

25,517,993 100.0 ─ ─ ─ ─ ─ 

資 本 金

純 資 産 合 計

負 債 ・ 純 資 産 合 計

賞 与 引 当 金

そ の 他

負 債 合 計

（ 純 資 産 の 部 ）

長 期 借 入 金

長 期 預 り 金

そ の 他

社 債

金 額 金 額 金 額 金 額

前第１四半期

(平成17年６月30日現在)

構成比

増　　減

（ 負 債 の 部 ）

営 業 未 払 金

未 払 法 人 税 等

短 期 借 入 金

その他有価証券評価差額金

役 員 賞 与 引 当 金

１ 年 以 内 返 済 予 定
長 期 借 入 金

資 本 剰 余 金

利 益 剰 余 金

自 己 株 式

（ 資 本 の 部 ）

資 本 合 計

負 債 ・ 資 本 合 計
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(1)請負実績

①葬儀請負事業部門（会館別葬儀請負施行件数）

 ア）㈱公益社

式場数 施行件数 前年同期比 稼働率

大規模会館 式場 件 ％ ％

　千里会館、枚方会館、西宮山手会館、 大 式 場 4 42 58.3 23.1

　公益社会館 天神橋 一般式場 15 438 74.1 64.2

支店・営業所付属会館

　東大阪、堺、吹田、岸和田、西田辺、

　用賀、玉出、城東、宝塚、豊中、 一般式場 31 1,061 111.3 75.2

　高槻、富雄、守口、雪谷、明大前、

　たまプラーザ、なかもず

50 1,541 95.4 67.7

― 434 71.3 ―

― 1,975 88.8 ―

 イ）㈱葬仙

式場数 施行件数 前年同期比 稼働率

支店・営業所付属会館 式場 件 ％ ％

　鳥取、吉方、岩美、米子、

　安倍、福米、安来、境港、 一般式場 12 236 95.5 43.2

　松江、比津、東出雲、大東

― 59 125.5 ―

― 295 100.3 ―

      ２.　葬儀請負施行件数は、法事・法要件数を除いた件数を記載しております。

②霊柩運送事業部門（霊柩車運行回数）

車両数 運行回数 前年同期比 稼働率

台 回 ％ ％

47 3,767 77.1 32.4

18 1,386 114.1 32.3

35 4,060 89.2 42.6

100 9,213 86.5 36.2

（注）  稼働率＝運行回数÷基準運行回数×100

　　　　　なお、基準運行回数は１台１日３回の運行を標準として算出しております。

その他（自宅、寺院等）

　当社グループにおける事業の種類別セグメントのうち、主な事業である葬儀請負事業及び霊柩運送事業に係わる、
葬儀請負施行件数及び霊柩車運行回数の、当第１四半期におけるそれぞれの状況は次のとおりであります。

3．請負及び営業の実績

(自 平成18年４月１日  至 平成18年６月30日)

合　　計

当第１四半期
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期　　別

　区　　分
(自 平成18年４月１日  至 平成18年６月30日)

(自 平成18年４月１日  至 平成18年６月30日)

小　　計

その他（自宅、寺院等）

合　　計

当第１四半期
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期　　別

　区　　分

  洋型霊柩車

  バン型寝台車

合　　計

  宮型霊柩車

（注）１.　稼働率＝施行件数÷基準件数×100　なお、式場利用は通常、通夜と葬儀の２日間にわたるため、
　　　 　　基準件数は１式場２日間に１件の施行を標準として算出しております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期　　別

　区　　分

当第１四半期
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(2)営業実績

千円 ％

　葬儀事業 89.2

87.5

88.4

87.8

115.5

89.5

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期　　別

　事業の種類別セグメント

当第１四半期

(自 平成18年４月１日  至 平成18年６月30日)

3,429,424

金　　額 前年同期比

　運送事業

229,706

113,868

343,574

霊柩運送事業

そ　の　他

計

　合　　計 3,847,859

　その他の事業 74,859
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